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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単に製造でき、安価な電子レンジ加熱用包装
体を提供する。
【解決手段】周縁を第１シール部によりシールされる袋
本体２と、袋本体２の上部の内面に配されるチャック部
材３とを備え、チャック部材３の下方の収納部４内に調
理ソースを収納する電子レンジ加熱用包装体１において
、加熱によって収納部４と連通して収納部４内の蒸気を
排気させる蒸通部をチャック部材３よりも下方に設け、
チャック部材３が袋本体２の対向する一面に接着した帯
状の第１基部３５に突設される第１咬合部３１と、袋本
体２の対向する他面に接着した帯状の第２基部３６に突
設して第１咬合部３１に嵌合する第２咬合部３２とを有
し、第１基部３５が第１咬合部３１の上方及び下方で袋
本体２に接着され、第２基部３６が第２咬合部３２の上
方で袋本体２に接着されるとともに第２咬合部３２の下
方で袋本体２に対して未接着である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周縁を第１シール部によりシールされる袋本体と、前記袋本体の上部の内面に配される
チャック部材とを備え、前記チャック部材の下方の収納部内に内容物を収納する電子レン
ジ加熱用包装体において、
　加熱によって前記収納部と連通して前記収納部内の蒸気を排気させる蒸通部を前記チャ
ック部材よりも下方に設け、
　前記チャック部材が前記袋本体の対向する一面に接着した帯状の第１基部に突設される
第１咬合部と、前記袋本体の対向する他面に接着した帯状の第２基部に突設して第１咬合
部に咬合する第２咬合部とを有し、
　第１基部が第１咬合部の上方及び下方で前記袋本体に接着され、第２基部が第２咬合部
の上方で前記袋本体に接着されるとともに第２咬合部の下方で前記袋本体に対して未接着
であることを特徴とする電子レンジ加熱用包装体。
【請求項２】
　前記蒸通部は、第１シール部に両端を連結した略半環状に形成して前記袋本体の対向す
る両面をシールするとともに第１シール部よりも幅の狭い第２シール部と、前記袋本体上
に開口して第２シール部の内側に設けられる孔部とを有することを特徴とする請求項１に
記載の電子レンジ加熱用包装体。
【請求項３】
　第２シール部が前記収納部の上部に配置され、湾曲によって下方に向かって突出する突
出部を有することを特徴とする請求項２に記載の電子レンジ加熱用包装体。
【請求項４】
　前記孔部が第１シール部を分断して前記袋本体の周縁に開口することを特徴とする請求
項２または請求項３に記載の電子レンジ加熱用包装体。
【請求項５】
　前記蒸通部は第１シール部に両端を連結した略コ字状に形成して前記袋本体の対向する
両面をシールするとともに第１シール部よりも幅の狭い第２シール部を有し、
　前記袋本体の対向する両面をシールしないとともに前記袋本体の外部に連通する未シー
ル部を第２シール部の外側に設け、
　第２シール部の外端部が前記未シール部に臨むことを特徴とする請求項１に記載の電子
レンジ加熱用包装体。
【請求項６】
　前記チャック部材を下方から開く際に上方から開くよりも大きい力を必要とすることを
特徴とする請求項１～請求項５のいずれかに記載の電子レンジ加熱用包装体。
【請求項７】
　第１咬合部及び第２咬合部の一方に爪部を上下面に有する雄部を設けるとともに他方に
前記雄部が嵌合して前記爪部に係合する雌部を設け、前記雄部の下方の前記爪部の嵌合強
度が上方の前記爪部の嵌合強度よりも大きいことを特徴とする請求項６に記載の電子レン
ジ加熱用包装体。
【請求項８】
　第１咬合部及び第２咬合部が前記雄部及び前記雌部の下方に互いに係合するＬ字状の係
合爪を有することを特徴とする請求項７に記載の電子レンジ加熱用包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チャック部材を有した電子レンジ加熱用包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電子レンジ加熱用包装体は特許文献１に開示されている。この電子レンジ加熱用
包装体は袋本体及びチャック部材を有する。袋本体は樹脂シートを重ねて周縁をシール部
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によりシールして密閉され、対向する前面部及び背面部を有する。チャック部材は前面部
及び背面部の上部の内面に配され、チャック部材の下方に調理ソース等の内容物を収納す
る収納部が形成される。また、袋本体の上縁部とチャック部材との間の前面部及び背面部
の外面には左右方向に延びる切り取り線が形成される。
【０００３】
　チャック部材は背面部に固着される帯状の第１基部上に突設した雄部と、前面部に固着
される帯状の第２基部上に突設して雄部に咬合する雌部とを有する。チャック部材の一側
端部には押し潰されて雄部と雌部とが嵌合していない蒸通部が形成される。
【０００４】
　また、チャック部材の第２基部はイージーピール性を有するテープ状部材から成り、チ
ャック部材の第２基部の下端は後方に延び、第１基部の下方で背面部の内面に接着される
。これにより、収納部内の内容物が蒸通部から漏出することが防止される。
【０００５】
　上記構成の電子レンジ加熱包装体において、使用者が切り取り線に沿って前面部及び背
面部を破断すると袋本体が開封される。使用者が切り取り線によって破断された前面部及
び背面部の上端を摘持し、互いに離れる方向に引くと第２基部の下端部が破断してチャッ
ク部材が開く。これにより、収納部の上面が開かれる。
【０００６】
　その後に、使用者が収納部内に食材等を収納し、チャック部材を閉じて電子レンジ加熱
包装体を電子レンジで加熱する。これにより、調理ソースに食材を入れて調理を行うこと
ができる。この時、加熱によって収納部内で発生する蒸気は蒸通部を介して排気される。
これにより、袋本体内の内圧上昇によりチャック部材全体が一気に開放されることによる
破裂音や内容物の飛散を防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１５－１５１１４３号公報（第８頁、第１０頁、第１図～第４図
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の電子レンジ加熱用包装体によると、チャック部材上に蒸通部
が設けられ、蒸通部による内容物の漏洩を防止するためにチャック部材の第２基部が袋本
体の前面部及び背面部に橋架して接着される。このため、電子レンジ加熱用包装体が複雑
になり、電子レンジ加熱用包装体の製造工数が大きくなる問題があった。また、チャック
部材の第２基部にイージーピール性を有するテープ状部材を用いるため、電子レンジ加熱
用包装体の製造コストが高くなる問題があった。
【０００９】
　本発明は、簡単に製造でき、安価な電子レンジ加熱用包装体を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明は、周縁を第１シール部によりシールされる袋本体と
、前記袋本体の上部の内面に配されるチャック部材とを備え、前記チャック部材の下方の
収納部内に内容物を収納する電子レンジ加熱用包装体において、
　加熱によって前記収納部と連通して前記収納部内の蒸気を排気させる蒸通部を前記チャ
ック部材よりも下方に設け、
　前記チャック部材が前記袋本体の対向する一面に接着した帯状の第１基部に突設される
第１咬合部と、前記袋本体の対向する他面に接着した帯状の第２基部に突設して第１咬合
部に咬合する第２咬合部とを有し、
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　第１基部が第１咬合部の上方及び下方で前記袋本体に接着され、第２基部が第２咬合部
の上方で前記袋本体に接着されるとともに第２咬合部の下方で前記袋本体に対して未接着
であることを特徴としている。
【００１１】
　この構成によると、袋本体がチャック部材の上方で破断された後にチャック部材が開か
れると、収納部の上面が開かれる。収納部内に食材等が収納された後にチャック部材が閉
じられ、電子レンジにより加熱して調理が行われる。加熱によって袋本体の内圧が上昇す
ると、収納部と蒸通部とが連通して蒸気が排気される。この時、チャック部材の第２基部
の下部と袋本体との間に蒸気が侵入し、内圧によるチャック部材の開放が抑制される。こ
れにより、収納部と蒸通部との連通前にチャック部材全体が一気に開放されることによる
破裂音や内容物の飛散が防止される。
【００１２】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、前記蒸通部は、第１シー
ル部に両端を連結した略半環状に形成して前記袋本体の対向する両面をシールするととも
に第１シール部よりも幅の狭い第２シール部と、前記袋本体上に開口して第２シール部の
内側に設けられる孔部とを有すると好ましい。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、第２シール部が前記収納
部の上部に配置され、湾曲によって下方に向かって突出する突出部を有すると好ましい。
【００１４】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、前記孔部が第１シール部
を分断して前記袋本体の周縁に開口すると好ましい。
【００１５】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、前記蒸通部は第１シール
部に両端を連結した略コ字状に形成して前記袋本体の対向する両面をシールするとともに
第１シール部よりも幅の狭い第２シール部を有し、前記袋本体の対向する両面をシールし
ないとともに前記袋本体の外部に連通する未シール部を第２シール部の外側に設け、第２
シール部の外端部が前記未シール部に臨むと好ましい。
【００１６】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、前記チャック部材を下方
から開く際に上方から開くよりも大きい力を必要とすると好ましい。
【００１７】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、第１咬合部及び第２咬合
部の一方に爪部を上下面に有する雄部を設けるとともに他方に前記雄部が嵌合して前記爪
部に係合する雌部を設け、前記雄部の下方の前記爪部の嵌合強度が上方の前記爪部の嵌合
強度よりも大きいと好ましい。
【００１８】
　また本発明は、上記構成の電子レンジ加熱用包装体において、第１咬合部及び第２咬合
部が前記雄部及び前記雌部の下方に互いに係合するＬ字状の係合爪を有すると好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、加熱により収納部と連通する蒸通部がチャック部材の下方に設けられ
る。また、チャック部材の第１基部を第１咬合部の上方及び下方で袋本体に接着し、第２
基部を第２咬合部の上方で袋本体に接着して下方で袋本体に対して未接着にしている。こ
れにより、チャック部材の構成を簡素化し、内圧によるチャック部材の開放を防止して蒸
通部から蒸気を排気させることができる。したがって、簡単に製造でき、安価な電子レン
ジ加熱用包装体を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態の開封前の電子レンジ加熱用包装体の正面図
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【図２】本発明の第１実施形態の電子レンジ加熱用包装体のチャック部材の側面断面図
【図３】本発明の第１実施形態の電子レンジ加熱用包装体のチャック部材の第１咬合部の
側面断面図
【図４】本発明の第１実施形態の電子レンジ加熱用包装体の電子レンジでの加熱時の正面
図
【図５】図４のＡ－Ａ断面図
【図６】本発明の第２実施形態の開封前の電子レンジ加熱用包装体の正面図
【図７】本発明の第２実施形態の電子レンジ加熱用包装体の電子レンジでの加熱時の正面
図
【図８】本発明の第３実施形態の開封前の電子レンジ加熱用包装体の正面図
【図９】本発明の第３実施形態の電子レンジ加熱用包装体の電子レンジでの加熱時の正面
図
【図１０】本発明の第４実施形態の開封前の電子レンジ加熱用包装体の正面図
【図１１】本発明の第４実施形態の電子レンジ加熱用包装体の電子レンジでの加熱時の正
面図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　＜第１実施形態＞
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１は本実施形態の電子レンジ加
熱用包装体の正面図を示している。電子レンジ加熱用包装体１は所謂スタンディングパウ
チにより形成され、袋本体２及びチャック部材３を有する。チャック部材３は樹脂により
形成され、袋本体２の上部の内面に配される。
【００２２】
　袋本体２は樹脂シート１００を重ねて周縁を第１シール部２１によりシール（熱接着）
され、互いに対向する前面部２２及び背面部２３を有する。また、前面部２２及び背面部
２３の下端部には二つ折りした樹脂シート１００から成る底面部８の周縁が第１シール部
２１によりシールされる。底面部８は熱接着されていない未接着部９を左右端部にそれぞ
れ複数有する。未接着部９によって熱接着処理時の底面部８のバブリングやカール等を防
止することができる。
【００２３】
　袋本体２のチャック部材３の下方に内容物（本実施形態では調理ソースＳ）を収納する
収納部４が形成される。収納部４の一側端の上部には加熱によって収納部４と連通する蒸
通部５が設けられる。なお、本実施形態では内容物として調理ソースＳを用いているが、
内容物に特に限定はない。
【００２４】
　蒸通部５は第２シール部５２及び孔部５１を有する。第２シール部５２は右方の第１シ
ール部２１に両端を連結した略半環状に形成され、前面部２２及び背面部２３の両面（袋
本体２の対向する両面）を熱接着する。第２シール部５２の接着強度は側端の第１シール
部２１の接着強度と略同じに形成され、第２シール部５２の幅Ｗ２は側端の第１シール部
２１の幅Ｗ１よりも小さくなっている。また、第２シール部５２は収納部４の上部に偏っ
て配置され、湾曲によって下方に向かって突出する突出部５２ａを有する。また、第２シ
ール部５２は側端の第１シール部２１と同時に熱接着される。
【００２５】
　孔部５１は前面部２２及び背面部２３に開口し、第２シール部５２の内側に配される。
これにより、孔部５１は袋本体２を貫通して形成され、第１シール部２１及び第２シール
部５２に囲まれる。後述のように、電子レンジ加熱用包装体１を電子レンジにより加熱し
た際に収納部４内の蒸気は孔部５１を介して電子レンジ加熱用包装体１の外部に排気され
る。
【００２６】
　また、チャック部材３よりも上方の袋本体２の両側縁の第１シール部２１上にはＶ字状
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等のノッチ部２９が形成される。なお、前面部２２及び背面部２３をハーフカットして左
右のノッチ部２９と略連結するような切り取り線を設けてもよい。
【００２７】
　前面部２２及び背面部２３の外面上には調理方法等の調理ソースＳに関する情報（文字
や図柄等）が印刷される。なお、前面部２２及び背面部２３の外面上に印刷される情報は
調理ソースＳに関する情報以外のその他の情報（例えば風景の絵柄等）でもよい。また、
調理ソースＳに関する情報やその他の情報が印刷されたシートを前面部２２及び背面部２
３の外面に貼着してもよい。
【００２８】
　樹脂シート１００は例えば袋本体２の外側から内側に向かって順に基材層、印刷層、接
着層、中間層、接着層、シーラント層（いずれも不図示）を積層して形成される。基材層
は例えば厚さ約１２μｍの二軸延伸の透明蒸着ポリエチレンテレフタレートフィルムによ
り形成される。印刷層は基材層上の所定位置に配したインキにより厚さ約１～５μｍに形
成される。
【００２９】
　中間層は例えば厚さ約１５μｍの二軸延伸ナイロンフィルム上にシリカ等を蒸着して形
成され、水蒸気や酸素等の透過を防止する。シーラント層（熱接着性樹脂層）は例えば厚
さ約６０μｍの無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）フィルムにより形成され、対向するシー
ラント層同士がシールされる。印刷層を含む基材層と中間層とを接着する接着層及び中間
層とシーラント層とを接着する接着層はそれぞれドライラミネート法により厚さ約５μｍ
に形成される。
【００３０】
　なお、樹脂シート１００は例えば袋本体２の外側から内側に向かって順に基材層、中間
層、印刷層、接着層、中間層、接着層、シーラント層を積層して形成されてもよい。
【００３１】
　図２は電子レンジ加熱用包装体１のチャック部材３の側面断面図を示している。チャッ
ク部材３は左右方向に延びる第１咬合部３１及び第２咬合部３２を有する。第１咬合部３
１は背面部２３の内面に接着された帯状の第１基部３５に突設される。第２咬合部３２は
前面部２２の内面に接着された帯状の第２基部３６に突設され、第１咬合部３１に咬合す
る。
【００３２】
　第１基部３５は第１咬合部３１の上方及び下方の接着領域ＨＳで背面部２３に熱接着さ
れる。第２基部３６は第２咬合部３２の上方の接着領域ＨＳで前面部２２に熱接着され、
第２咬合部３２の下方で袋本体２に対して未接着になっている。
【００３３】
　第１咬合部３１には爪部３１ｃ、３１ｂをそれぞれ上面及び下面に有する雄部３１ａが
設けられる。爪部３１ｂは第１基部３５上に突設した柱部３１ｅの下面から突出して後方
（第１基部３５側）に屈曲し、爪部３１ｃは柱部３１ｅの上面から上方に突出している。
【００３４】
　第２咬合部３２には爪部３２ｂ、３２ｃを上下に有した雌部３２ａが設けられる。雄部
３１ａは爪部３２ｂ、３２ｃ間に嵌合し、爪部３１ｂ、３１ｃがそれぞれ爪部３２ｂ、３
２ｃに係合する。
【００３５】
　また、第１咬合部３１は雄部３１ａの下方にＬ字状の係合爪３１ｄを有し、第２咬合部
３２は雌部３２ａの下方に係合爪３１ｄに係合するＬ字状の係合爪３２ｄを有する。係合
爪３１ｄは第１基部３５上に突設され、先端を後方に向けて下方に屈曲する。係合爪３２
ｄは第２基部３６上に突設され、先端を前方に向けて上方に屈曲する。
【００３６】
　図３は第１咬合部３１を拡大した側面断面図を示している。雄部３１ａの柱部３１ｅに
対して下方の爪部３１ｂの傾斜角度θ１は鋭角に形成され、上方の爪部３１ｃの傾斜角度
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θ２は略直角に形成される。このため、雌部３２ａ（図２参照）に対する爪部３１ｂの嵌
合強度は爪部３１ｃの嵌合強度よりも大きくなっている。なお、爪部３１ｃの傾斜角度θ
２を鈍角に形成してもよい。
【００３７】
　また、係合爪３１ｄ及び係合爪３２ｄ（図２参照）の先端は後方に延びるため、係合爪
３１ｄ、３２ｄの係合強度は爪部３１ｃの嵌合強度よりも大きくなっている。したがって
、チャック部材３を下方から開く際に上方から開くよりも大きい力を必要とする。なお、
係合爪３１ｄ及び係合爪３２ｄを省いてもよい。
【００３８】
　上記構成の電子レンジ加熱用包装体１は袋本体２の上端部を未シール状態で形成され、
チャック部材３を開いて上方から調理ソースＳが収納部４内に充填される。その後に、前
面部２２及び背面部２３の上端部がヒートシール装置等によりシールされ、チャック部材
３の上方に第１シール部２１が形成される。これにより、収納部４内に調理ソースＳが収
納された状態で袋本体２が密封される。
【００３９】
　使用者がノッチ部２９から袋本体２の上部を破断すると、電子レンジ加熱用包装体１が
開封される。その後、チャック部材３を開いて食材Ｆが収納部４内に収納され、チャック
部材３が閉じられる。そして、電子レンジ加熱包装体１を電子レンジ内に立設して加熱し
、収納部４内の調理ソースＳに食材Ｆを混ぜて調理が行われる。
【００４０】
　図４は電子レンジでの加熱時の電子レンジ加熱用包装体１の正面図を示している。図５
は図４のＡ－Ａ断面図を示している。電子レンジでの加熱によって食材Ｆ及び調理ソース
Ｓから蒸気ＶＰが発生すると収納部４内の内圧が上昇する。
【００４１】
　蒸通部５の第２シール部５２は第１シール部２１の幅Ｗ１（図１参照）よりも狭い幅Ｗ
２（図１参照）に形成される。このため、収納部４の内圧によって第２シール部５２が第
１シール部２１よりも前に袋本体２の内面に剥離痕５５を残して剥離する。これにより、
収納部４と蒸通部５とが連通し、収納部４内の蒸気ＶＰが孔部５１を介して電子レンジ加
熱用包装体１の外部に排気される。蒸通部５は収納部４の上部に配されるため、蒸通部５
からの内容物の漏洩が防止される。
【００４２】
　また、第２シール部５２が湾曲によって下方に突出する突出部５２ａを有するため、蒸
気により収納部４が膨張した際に前面部２２と背面部２３とを引き離す方向の力が突出部
５２ａに集中する。これにより、突出部５２ａから第２シール部５２の剥離が容易に開始
される。
【００４３】
　この時、第２咬合部３２の下方で袋本体２に対して未接着の第２基部３６と前面部２２
との間の空間Ｋ（図２参照）に蒸気が侵入する。このため、第２基部３６の下部が内圧に
よって矢印Ｂ（図２参照）で示すように第１基部３５に向かって移動し、チャック部材３
の開放が抑制される。したがって、収納部４と蒸通部５との連通前のチャック部材３の開
放を防止し、チャック部材３全体が一気に開放されることによる破裂音や内容物の飛散が
防止される。
【００４４】
　電子レンジでの加熱後に使用者は再びチャック部材３を開けて、調理ソースＳで調理さ
れた食材Ｆを皿等に移し替える。これにより、使用者は電子レンジで調理された内容物を
喫食することができる。
【００４５】
　本実施形態の電子レンジ加熱用包装体１を用いて、電子レンジでの加熱時の電子レンジ
加熱用包装体１の破裂音の発生に関する実験を行った。樹脂シート１００の基材層として
厚さ１２μｍの二軸延伸の透明蒸着ポリエチレンテレフタレートフィルム（商品名：IBPE
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T-PIR、大日本印刷株式会社製）、中間層として厚さ１５μｍの二軸延伸の蒸着ナイロン
フィルム（商品名：ＯＮＭＢ、ユニチカ株式会社製）、シーラント層として厚さ６０μｍ
の無延伸ポリプロピレンフィルム（商品名：ＺＫ２０７、東レ株式会社製）を用いた。比
較例の電子レンジ加熱用包装体では、第１基部３５を第１咬合部３１の上方及び下方で背
面部２３に接着し、第２基部３６を第２咬合部３２の上方及び下方で前面部２２に接着し
た。比較例のその他の構成は本実施形態と同様である。
【００４６】
　本実施形態及び比較例に食材Ｆ（野菜）を入れて電子レンジを用いて５００Ｗで３分５
０秒間加熱した。本実施形態及び比較例でそれぞれ１００サンプルについて実験を行った
。実験の結果、本実施形態では、全てのサンプルでチャック部材３が開くことなく破裂音
が発生せずに蒸通部５の孔部５１を介して蒸気ＶＰが収納部４の外部に排気された。一方
、比較例では２７サンプルでチャック部材３が開き、大きな破裂音が発生するものがあっ
た。
【００４７】
　本実施形態によると、加熱により収納部４と連通する蒸通部５がチャック部材３の下方
に設けられる。また、チャック部材３の第１基部３５を第１咬合部３１の上方及び下方で
袋本体２に接着し、第２基部３６を第２咬合部３２の上方で袋本体２に接着して下方で袋
本体２に対して未接着にしている。これにより、チャック部材３の構成を簡素化し、内圧
によるチャック部材３の開放を防止して蒸通部５から蒸気を排気させることができる。し
たがって、従来例のようなイージーピール性を有するテープ状部材を用いずに、簡単に製
造でき安価な電子レンジ加熱用包装体１を提供することができる。
【００４８】
　また、蒸通部５は第１シール部２１よりも幅の狭い第２シール部５２と、前面部２２及
び背面部２３に開口して第２シール部５２の内側に設けられる孔部５１とを有する。これ
により、加熱による内圧上昇によって収納部４に連通して蒸気を排気する蒸通部５を容易
に実現することができる。
【００４９】
　また、第２シール部５２が収納部４の上方に偏って配置され、湾曲によって下方に向か
って突出する突出部５２ａを有する。これにより、内圧によって前面部２２と背面部２３
とを引き離す方向の力が突出部５２ａに集中し、突出部５２ａから第２シール部５２の剥
離が容易に開始される。したがって、内圧によるチャック部材３の開放をより確実に防止
できる。
【００５０】
　また、チャック部材３を下方から開く際に上方から開くよりも大きい力を必要とするた
め、電子レンジでの電子レンジ加熱用包装体１の加熱時に、チャック部材３は収納部４側
から一層開放されにくくなる。一方、使用者は収納部４の外側からチャック部材３を容易
に開くことができる。したがって、電子レンジ加熱用包装体１の利便性を向上させること
ができる。なお、チャック部材３を下方から開く際に必要な嵌合強度は５０Ｎ／ｍｍ以上
であると好ましい。
【００５１】
　また、第１咬合部３１に爪部３１ｂ、３１ｃを上下面に有する雄部３１ａを設けるとと
もに第２咬合部３２に雄部３１ａが嵌合して爪部３１ｂ、３１ｃに係合する雌部３２ａを
設けている。そして、雄部３１ａの下方の爪部３１ｂの嵌合強度が上方の爪部３１ｃの嵌
合強度よりも大きい。これにより、加熱時の開放を防止して使用者により容易に開放でき
るチャック部材３を容易に実現することができる。
【００５２】
　また、第１咬合部３１及び第２咬合部３２が雄部３１ａ及び雌部３２ａの下方に互いに
係合するＬ字状の係合爪３１ｄ、３２ｄを有する。これにより、電子レンジでの電子レン
ジ加熱用包装体１の加熱時のチャック部材３の開放を一層防止することができる。なお、
係合爪３１ｄと係合爪３２ｄとの係合強度は５０Ｎ／ｍｍ以上であると好ましい。
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【００５３】
　本実施形態において、第１咬合部３１を有する第１基部３５を前面部２２に設け、第２
咬合部３２を有する第２基部３６を背面部２３に設けてもよい。また、雄部３１ａ及び係
合爪３１ｄを第２咬合部３２に形成し、雌部３２ａ及び係合爪３２ｄを第１咬合部３１に
形成してもよい。
【００５４】
　＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。図６及び図７は第２実施形態の開封前
及び電子レンジでの加熱時の電子レンジ加熱用包装体の正面図をそれぞれ示している。説
明の便宜上、前述の図１～図５に示した第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付し
ている。本実施形態では蒸通部５の構成が第１実施形態とは異なっている。その他の部分
は第１実施形態と同様である。
【００５５】
　袋本体２の上部の右端部には第２シール部５２の外側に前面部２２と背面部２３とがシ
ールされていない未シール部２７が設けられる。未シール部２７の側端部２７ａには袋本
体２の外部に連通する孔部５３が設けられる。これにより、蒸通部５の孔部５３は右方の
第１シール部２１を分断して袋本体２の周縁に開口している。第２シール部５２の外端部
５２ｇは未シール部２７に臨んでいる。
【００５６】
　また、左方の第１シール部２１の左端部には熱接着されていない未接着部２５が孔部５
３と同じ高さ位置に形成される。これにより、電子レンジ加熱用包装体１の製造工程にお
いて、隣接する電子レンジ加熱用包装体１間を上下方向に延びる側端の第１シール部２１
に沿って切断する際に加工精度により切断位置がずれた場合でも孔部５３の閉塞を防止す
ることができる。
【００５７】
　食材Ｆを収納部４内に収納した電子レンジ加熱用包装体１が電子レンジで加熱されて収
納部４の内圧が上昇すると、収納部４の内圧によって第２シール部５２が第１シール部２
１よりも前に袋本体２の内面に剥離痕５５を残して剥離する。これにより、収納部４と蒸
通部５とが連通し、収納部４内の蒸気ＶＰが孔部５３を介して電子レンジ加熱用包装体１
の外部に排気される。
【００５８】
　本実施形態でも第１実施形態と同様の効果を得ることができる。また、蒸通部５の孔部
５３が第１シール部２１を分断して袋本体２の周縁に開口している。これにより、第１実
施形態のような前面部２２及び背面部２３に孔部５１を穿設する作業を省くことができる
。
【００５９】
　＜第３実施形態＞
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。図８及び図９は第３実施形態の開封前
及び電子レンジでの加熱時の電子レンジ加熱用包装体の正面図をそれぞれ示している。説
明の便宜上、前述の図１～図５に示した第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付し
ている。本実施形態では蒸通部５の構成が第１実施形態とは異なっている。その他の部分
は第１実施形態と同様である。
【００６０】
　蒸通部５の第２シール部５２は両端を第１シール部５２に連結した半円状に形成され、
前面部２２と背面部２３とを熱接着する。蒸通部５の孔部５１は前面部２２のみに形成さ
れ、第２シール部２１と第２シール部５２とに囲まれている。なお、前面部２２に替えて
、背面部２３のみに孔部５１を形成してもよい。
【００６１】
　食材Ｆを収納部４内に収納した電子レンジ加熱用包装体１が電子レンジで加熱されて収
納部４の内圧が上昇すると、収納部４の内圧によって第２シール部５２が第１シール部２
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１よりも前に袋本体２の内面に剥離痕５５を残して剥離する。これにより、収納部４と蒸
通部５とが連通し、収納部４内の蒸気ＶＰが孔部５１を介して電子レンジ加熱用包装体１
の外部に排気される。
【００６２】
　本実施形態でも第１実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００６３】
　＜第４実施形態＞
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。図１０及び図１１は第４実施形態の開
封前及び電子レンジでの加熱時の電子レンジ加熱用包装体の正面図をそれぞれ示している
。説明の便宜上、前述の図１～図５に示した第１実施形態と、図６及び図７に示した第２
実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態では蒸通部５の第２シー
ル部５２の構成が第２実施形態とは異なる。その他の部分は第１実施形態及び第２実施形
態と同様である。
【００６４】
　蒸通部５の第２シール部５２は右方の第１シール部２１に両端を連結した略コ字状に形
成され、前面部２２及び背面部２３の両面（袋本体２の対向する両面）を熱接着する。ま
た、袋本体２の上部の右端部には第２シール部５２の外側に未シール部２７が設けられる
。未シール部２７は側端部２７ａに設けた孔部５３を介して袋本体２の外部に連通する。
第２シール部５２の外端部５２ｇは未シール部２７に臨んでいる。また、第２シール部５
２の下部のコーナー部５２ｅは略直角に形成されている。
【００６５】
　左方の第１シール部２１の左端部には熱接着されていない未接着部２５が孔部５３と同
じ高さ位置に形成される。これにより、電子レンジ加熱用包装体１の製造工程において、
隣接する電子レンジ加熱用包装体１間を上下方向に延びる側端の第１シール部２１に沿っ
て切断する際に加工精度により切断位置がずれた場合でも孔部５３を確実に形成すること
ができる。
【００６６】
　食材Ｆを収納部４内に収納した電子レンジ加熱用包装体１が電子レンジで加熱されて収
納部４の内圧が上昇すると、収納部４の内圧によって第２シール部５２が第１シール部２
１よりも前に袋本体２の内面に剥離痕５５を残して剥離する。これにより、収納部４と蒸
通部５とが連通し、収納部４内の蒸気ＶＰが孔部５３を介して電子レンジ加熱用包装体１
の外部に排気される。
【００６７】
　この時、内圧によって前面部２２と背面部２３とを引き離す方向の力がコーナー部５２
ｅに集中し、コーナー部５２ｅから第２シール部５２の剥離が容易に開始される。したが
って、内圧によるチャック部材３の開放をより確実に防止できる。
【００６８】
　本実施形態でも第１実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００６９】
　なお、第２実施形態及び第４実施形態において、未シール部２７を袋本体２から切り取
ってもよい。すなわち、第２シール部５２の外側に略コ字状の切欠き部を設け、第２シー
ル部５２の外端部５２ｇが切欠き部に臨んでもよい。この場合、電子レンジ加熱用包装体
１が電子レンジで加熱されると、収納部４と蒸通部５とが連通し、収納部４内の蒸気ＶＰ
が切欠き部を介して電子レンジ加熱用包装体１の外部に排気される。
【００７０】
　また、第１実施形態～第４実施形態において、電子レンジ加熱用包装体１はスタンディ
ングパウチにより形成されているが、これに限定されない。例えば、所謂三方シール袋や
四方シール袋等により電子レンジ加熱用包装体１を形成してもよい。
【００７１】
　また、第１実施形態～第４実施形態において、調理ソースＳに替えて、収納部４内に美
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容液等を収納して、電子レンジ加熱用包装体１の開封後に収納部４内に布等を入れて電子
レンジ加熱用包装体１を電子レンジで加熱してもよい。この場合、加熱後の布で使用者の
目元を覆うことにより、美容効果を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明は、チャック部材を有した電子レンジ加熱用包装体に利用することができる。
【符号の説明】
【００７３】
　　　１　　　電子レンジ加熱用包装体
　　　２　　　袋本体
　　　３　　　チャック部材
　　　４　　　収納部
　　　５　　　蒸通部
　　　２１　　第１シール部
　　　２２　　前面部
　　　２３　　背面部
　　　２９　　ノッチ部
　　　３１　　第１咬合部
　　　３１ａ　　雄部
　　　３１ｂ、３１ｃ、３２ｂ、３２ｃ　　爪部
　　　３１ｄ、３２ｄ　　係合爪
　　　３２　　第２咬合部
　　　３２ａ　雌部
　　　３５　　第１基部
　　　３６　　第２基部
　　　５１　　孔部
　　　５２　　第２シール部
　　　５２ａ　突出部
　　　１００　樹脂シート
　　　Ｓ　　　調理ソース
　　　Ｆ　　　食材
　　　ＶＰ　　蒸気
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